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名取市高舘浄水場等運転維持管理業務委託プロポーザル募集要領 

１ 事業の趣旨・目的 

  本要領は、名取市が管理する送水施設、浄水場及び配水施設等の運転維持管

理業務委託（以下「業務委託」という。）に係る契約の相手方となる事業者の

選定にあたり、プロポ－ザルの実施方法等、必要な事項を定める。 

 

２ 業務概要 

（１）業 務 名 名取市高舘浄水場等運転維持管理業務委託 

（２）業務内容 名取市水道事業所が管理する施設等の管理運営及び浄水場運転

に係る一切の業務（詳細は「名取市高舘浄水場等運転維持管理業

務委託性能仕様書」(以下「性能仕様書」という。）のとおり） 

（３）履行期間 令和９年４月１日から令和１４年３月３１日まで 

ただし、委託業務開始前の３か月程度は準備及び事務引継並びに習熟 

運転期間とし、当該期間に係る費用は受託事業者の負担とする。 

（４）業務場所 名取市水道事業所が管理する施設等 

（詳細は「性能仕様書」のとおり） 

（５）提案上限額 １，２６８，３５５千円（消費税及び地方消費税を含む。） 

 

３ 参加資格 

   企画提案に参加する者は、次に掲げる要件をすべて満たしていること。 

（１）地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の 4 の規定に該当

しないこと。 

（２）名取市税を滞納していない者であること。 

（３）破産法（平成 16 年法律第 75 号）に基づく破産手続開始の申し立てがなさ

れていない者及びその開始決定がされている者でないこと。 

（４）銀行取引停止処分を受けていない者であること。 

（５）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づく更生手続開始の申立て、

又は民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づく再生手続開始の申立て

がなされていない者であること。 

（６）名取市暴力団排除条例（平成 24 年名取市条例第 28 号）第 2条第 1項第 2

号に規定する暴力団、同項第 3 号に規定する暴力団員、同項第 4 号に規定

する暴力団員等に該当しないこと及びその経営に実質的に関与していない

こと。 

（７）宮城県内に事業所または営業拠点を有していること。 

（８）名取市の競争入札参加資格者名簿に登録されている者であること。ただし、

競争入札参加資格者名簿に登録されていない場合は、今回の業務において
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のみ、下記書類一式を参加申込書と同時に提出し、競争入札参加資格審査の

基準を満たすことが確認できれば、参加資格があるものとみなす。 

ア 商業登記簿謄本（履歴事項全部証明）の写し 

イ 印鑑証明書（写しでも可） 

ウ 法人にあっては、直近年度の国税（法人税及び消費税）、都道府県税（法

人事業税）、市区町村民税（法人市区町村民税、固定資産税）の納税証明

書の写しまたは未納がないことの証明書の写し 

（９）企画提案募集に係る公告の日から企画提案の日までの期間に、名取市の指

名競争入札において指名停止措置を受けていないこと。 

（１０）提案事業が完了するまで責任を持って履行できること。 

（１１）水道技術管理者の資格を有する者が在籍していること。また、契約期間

中も受託水道業務技術管理者を配置できること。 

（１２）共同企業体など複数事業者による共同提案にあっては、構成員すべてが

（１）～（１０）の参加資格を満たし、水道技術管理者の資格を有する者が

構成員あわせて１名以上在籍していること。 

 

４ スケジュール 

項   目 日   程 

１ 公告・募集要領等の公表 令和８年７月１日（水） 

２ 現場説明会 令和８年７月８日（水） 

３ 質問の受付期限 令和８年７月２９日（水） 

４ 質問に対する回答 令和８年８月５日（水） 

５ 参加申込書等の提出期限 令和８年８月１９日（水） 

６ 参加資格確認通知 令和８年８月３１日（月） 

７ 企画提案書提出期限 令和８年９月２５日（金） 

８ プレゼンテーションによる審査 令和８年１０月１４日（水） 

９ 審査結果通知 令和８年１０月下旬 

１０ 審査結果の公表 令和８年１０月下旬 

１１ 契約締結 令和８年１２月下旬 

１２ 業務委託習熟運転期間 令和９年 １月～３月 

１３ 委託業務開始 令和９年４月１日（木） 

 

５ 参加手続 

（１）担当部署及び問い合わせ先 

〒981-1243 宮城県名取市高舘川上字来光２７ 

名取市水道事業所 浄水係 
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TEL 022-382-2825  FAX 022-384-7350 

メールアドレス suidou@city.natori.miyagi.jp 

（２）募集要領等の配布 

ア 配布期間：令和８年７月１日（水）～令和８年８月１９日（水） 

（土曜日、日曜日及び祝日を除く。午前９時から午後５時まで） 

イ 配布場所及び受付場所 名取市高舘川上字来光２７(高舘浄水場) 

上記（１）の担当部署で配布するほか、名取市ホームページからダウン

ロードできる。 

（３）応募書類の提出期限、提出場所及び提出方法 

ア 提出期間：令和８年７月１日（水）～令和８年８月１９日（水） 

     ※提出期間後に到着した応募書類は無効とする。 

イ 提出場所：（１）に同じ。 

ウ 提出方法：持参（平日の午前９時～午後５時まで）又は郵送（書留郵 

  便に限る。必着とする。） 

 

（４）提出書類 

 提 出 書 類 備   考 

１ 参加申込書（様式２号）  

２ 委任状（様式４号） この企画提案にかかる本市との取引を代理人

（支店長、営業所長等）に行わせる場合は、

委任状を作成の上、提出すること。 

３ 会社概要（様式５号） 提案者の事業内容について記載すること。会

社概要パンフレットを作成している場合は、

添付すること。 

４ 法人の定款等 

法人の規約類 

会社等の法人の目的（事業）、内部組織、 

活動に関する根本規則、運営規程 

５ 財務諸表等 （1）３年間の収益性・成長性などの経営成績

を示す決算書（直近３年分） 

（2）会社が保有している資産、負債及び純資

産について記載したもの（直近３年分） 

６ 水道技術管理者の確認 資格を有する者が在籍していることを確認で

きる書類 

７ 共同企業体で参加の場合 

（ア）共同企業体届出書 

（イ）共同企業体協定書 

（ウ）委任状 
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（エ）使用印鑑届 

８ 名取市の競争入札参加資

格者名簿に登録されてい

ない場合 

ア 商業登記簿謄本（履歴

事項全部証明）の写し 

イ 印鑑証明書（写しでも

可） 

ウ 法人にあっては、直近

年度の国税（法人税及び消

費税）、都道府県税（法人事

業税）、市区町村民税（法人

市区町村民税、固定資産

税）の納税証明書の写しま

たは未納がないことの証

明書の写し 

 

 

６ 参加資格結果の通知 

参加を希望する者から提出された参加申込書及び添付資料を基に参加資格

を審査し、その結果について、令和８年８月３１日までに参加資格確認通知書

（様式８号）を電子メールで送付する。 

  なお、結果の経緯及び審査内容に関しての問合せには応じない。また、審査

結果に対する異議申立ては受け付けない。 

 

７ 現場説明会 

具体的な業務内容等について、参加希望者の理解を深め、市の意向に沿った

企画提案書の提出を促すために現場説明会を開催する。参加は任意とし、参加

の有無は審査に影響しない。 

日時： 令和８年７月８日（水） 午前９時から午後４時まで 

場所： 高舘浄水場のほか、名取市が管理する送水施設、浄水場及び配水

施設等 

参加人数：１事業者２名以内 

現場説明会への参加を希望する者は、令和８年７月６日正午までに、５（１）

の連絡先へ連絡の上、現場説明会申込書（様式３号）を提出すること。（ＦＡ

Ｘ、電子メールによる提出も可） 
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８ 質問・回答 

  質問がある場合は、質問書（様式１号）を次により提出すること。質問書以

外での問い合わせについては、一切受け付けない。また、質問期限以降の質問

は受け付けない。 

（１）受付期間：公募開始日～令和８年７月２９日（水）午後５時必着 

（２）質問方法：持参（平日の午前９時～午後５時まで）のほか、郵便、ＦＡＸ

又は電子メールにより、５の（１）に提出すること。 

（３）留意点：次の点に留意して記載すること。 

ア 件名は「名取市高舘浄水場等運転維持管理業務委託に関する質問」と

すること。 

イ 質問者の会社名、名称、住所、担当者名、連絡先電話、ＦＡＸ番号及び

電子メールアドレスを記載すること。 

ウ 質問内容を端的に表す表題を本文に記載すること。 

(４）回答：質問に対する回答は、競争上の地位その他利害を害するおそれがあ

るものを除き、令和８年８月５日までに名取市ホームページに掲示し、個

別には回答しない。 

 

９ 企画提案書などの提出 

（１）提出書類 

 提 出 書 類 備   考 

１ 企画提案書（様式７号） 代表者印押印のうえ、企画提案書（任意様式）のもと併

せて提出すること。 

別紙に示す評価基準に沿った提案とすること。 

自由提案についても記載すること。 

企画提案書（任意様式）については正本１部、副本１０

部を提出すること。 

２ 実績調書（任意様式） 同種・類似の事業の実績について記入すること。 

３ 業務工程表（任意様式） 履行期間中における業務のスケジュールについて記入

すること。 

４ 業務実績調書（様式６

号） 

官公署における委託業務等（水道事業関連）の受託実績

を記載すること。また、契約書頭書の写しなど契約内容

を証明できる部分のみを添付すること。 

５ 費用見積書（様式９号） 見積金額を記入すること。 

見積もりには明細を添付し、数量、単価等積算根拠を明

らかにすること。 

消費税及び地方消費税相当額を含む額とし、提案上限



 

6 

 

額を超える提案は失格とする。 

６ プレゼンテーション出

席者報告書（様式 10 号） 

プレゼンテーション審査に出席する者について記入す

ること。 

 

（２）提出された応募書類の取扱い 

ア 提出された企画提案書は、本プロポーザルにおける契約の相手方の優先

交渉権者等の選定以外の目的では使用しない。ただし、公文書公開請求が

あった場合は、名取市情報公開条例に基づき取り扱うこととする。公開す

ることにより、法人等の権利、競争上の地位その他正当な利益を害するお

それがあると認められる情報は、同条例第１０条第３号の規定により不

開示となる場合があるので、この情報に該当すると考える部分がある場

合には、あらかじめ文書により申し出ること。 

イ 提出のあった企画提案書は、選考を行う作業に必要な範囲において、複

製を行うことがある。 

ウ 提出された応募書類は返却しない。 

エ 企画提案書等の著作権は、提案者に帰属する。 

オ 企画提案書等に含まれる著作権・特許権など日本国の法令に基づいて保    

護される第三者の権利の対象となっているものを使用した結果、生じた

責任はすべて提案者が負う。 

 

１０ 評価方法等 

（１）評価基準 

プレゼンテーションの内容を評価し、点数化する。審査の基準は、別紙「評

価基準」のとおりとする。 

（２）プレゼンテーションの実施方法 

参加者側の出席は原則５名以内とし、準備を含め３０分以内の説明の後、

１５分の質疑を行う。資料の差し替え、審査委員に対する質問は認めない。 

（３）評価方法 

企画提案書、費用見積書、プレゼンテーションについて、評価基準    

に基づいて、審査委員会において評価する。 

（４）優先交渉権者等の選定方法 

ア 失格者を除いた者の内、（３）の評価得点が最も高い者を契約の相手方の

優先交渉権者と、次に高い者を次順位交渉権者と選定する。 

イ 最高点の者が複数の場合は、見積の金額が最も安価な者を優先交渉権者

とし、価格も同額の場合については、くじ引きにより優先交渉権者を選定

する。 
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ウ ア、イに関わらず、評価得点の得点率が６０％未満の場合となった場合

などにおいては、優先交渉権者及び次順位交渉権者として選定しないこと

がある。 

（５）その他 

次に掲げる事項に該当する者は、失格とする。 

  ア 参加申込書を提出した後、提出期限内に企画提案書などの提出が

されない場合 

 イ 本業務の提案金額が提案上限額を超えた場合 

 ウ 提出した書類に虚偽の内容が記載されている場合 

エ 審査の公平に影響を与える行為があった場合 

 オ 他の提案者と提案内容などについて相談を行った場合 

    カ 優先交渉権者等選定終了までの間に、他の提案者に対して提案内

容を意図的に開示した場合 

キ 契約締結までの間にプロポーザルの参加資格に記載した条件を満

たさなくなった場合 

    ク プレゼンテーションを正当な理由なく欠席した場合 

 

１１ 選定結果の通知・公表 

優先交渉権者等選定後、参加者全員に選定又は非選定の結果についてプロポ

ーザル選定結果通知書（様式１１号）を郵送し、通知する。 

また、選定結果通知日翌営業日に、下記項目において名取市ホームページに

おいて公表する。 

【公表事項】 

（１）優先交渉権者となった企画提案者の名称及び評価得点 

（２）（１）以外の企画提案者の評価得点。ただし、この場合、企画提案者の名

称を伏せたまま評価得点を公表するものとする。 

 

１２ 契約手続 

（１）契約交渉の相手方に選定された者と名取市との間で、委託内容協議を行い、

委託内容、経費等について再度調整を行った上、見積書を徴収し、委託契約

を締結する。なお、契約金額については企画提案時に提出した費用見積書

（様式９号）に記載した金額を上限とする。 

（２）契約の相手方の優先交渉権者等は、円滑に受託業務を行うことができるよ

う、自らの責任において準備を行い、準備に必要な経費を負担するものとす

る。 

（３）受託者は契約金額の 100 分の 10 の額の契約保証金を契約と同時に納付し
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なければならない。ただし、名取市契約規則第３６条第１項各号に該当する

場合は契約保証金を免除する。 

（４）契約代金の支払いについては部分払いとし、毎月の月間業務完了検査に合

格したのち請求にもとづき、支払うものとする。 

 

１３ その他 

（１）提出された企画提案書などは返却しない。 

（２）参加申込書を提出した後、企画提案書及び費用見積書の差替、訂正、再提

出をすることはできない。ただし、市から指示があった場合を除く。 

（３）提出された企画提案書などは、選定を行う作業に必要な範囲内で本市が複

製することがある。 

（４）本市と契約に至ったものが作成した企画提案書については、市はあらかじ

め通知することによりその全部を無償で使用（複製、転記または転写をい

う。）することができるものとする。 

（５）提出書類の作成、提出、ヒアリング及びプレゼンテーション等に要する経

費は、すべて提案者の負担とする。 

（６）参加申込書を提出した後、市が必要と認める場合は、追加書類の提出を求

めることがある。 

（７）参加申込後に辞退する際には、プロポーザル参加辞退届（様式１２号）を

提出すること。 


